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単位

単位
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人

人

人
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人

令和8年11月1日

 計

分野

0

（令和7年度卒業生）

講義

当該学科又は専攻科
のホームページ

URL

（専修学校設置基準第41条第1項第1号）

■就職希望者数 (D)

職業実践専門課程認定年度

1

留学生割合(B/A)

平成3年1月8日

学生実員(A)

所在地

うち企業等と連携した演習の単位数

18

昼間

主な教育内容：ホテル業界で即戦力となるための幅広い知識と実践的なスキルを学ぶ。
取得可能な検定：ホテルビジネス実務検定、レストランサービス技能検定、ホテルマネジメント技能検定、TOEIC、実用英語技能検定、サービス接遇検定、Word文書処理技能認定試験、Excel®
表計算処理技能認定試験

-

62

0

認定学科又は専攻科名

 ⑤ その他

修業年限 昼夜の別

就職指導内容：学生とのキャリア面談、書類添削、面接練習の実施

https://asojuku.ac.jp/aftc/hotel/

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

高度専門士認定年度

 ② 学士の学位を有する者等

0

中退率

商業実務

■卒業者数 (C)

■進学者数

学科又は専攻科の特
徴（取得可能な資格、

中退率　等）

■就職者数 (E)

 ④ 修士の学位又は専門職学位

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

39

総単位数

18

職業実践専門課程等の基本情報について

学科又は専攻科の目
的

（専修学校設置基準第41条第1項第4号）

5

3

実験 実技

5

ホテル・リゾート科

認定課程名

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

820-0018

校長名

0948-25-5999

学校名

平成10(1998)年度

教員の属性（専任教
員について記入）

石川　一仁

0

 ③ 高等学校教諭等経験者

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　：

学生総定員

（専修学校設置基準第41条第1項第3号）

812-0016

平成25(2013)年度

4

7

092-415-2293

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有する
者を想定）の数

設置認可年月日

留学生数（学生実員の内数）(B)

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

33

うち必修単位数

18

全課程の修了に必要な総単位数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（専修学校設置基準第41条第1項第2号）

代表者名

62

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてその担当す
る教育等に従事した者であって、当該専門課程の修業年限と当該業
務に従事した期間とを通算して六年以上となる者

福岡県飯塚市芳雄町3‐83

設置者名

3

100

■主な就職先、業界等

昭和26年3月12日

所在地

100

0

就職等の状況

■地元就職者数 (F)

福岡市博多区博多駅南1-14-17

ホテル業界において即戦力として活躍できるマインド、知識、技術を身に付け、業界の発展に貢献できる人材を育成する。

商業実務専門課程

麻生外語観光＆ブライダル専門
学校

企業等と連携した実
習等の実施状況

5

■その他

5

設立認可年月日

0

（専修学校設置基準第41条第1項第5号）

理事長　麻生　健

帝国ホテル東京、グランドハイアット東京、HOTEL THE MITSUI HAKONE、帝国ホテル大阪、ザ・リッツ・カールトン福岡、ヒルトン福岡シーホーク、ホテルオークラ福岡

演習 実習

学校法人麻生塾

専門士認定年度



種別

①

③

③

－

－

－

－

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行っていること。」関係

尾花　知里

〇教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携

e.教育課程編成委員会の議事を記録し、学内回覧等しているか。

所　　　属

g.次の教育課程編成委員会に、教育課程編成の見直し結果等を報告しているか。

f.企業等委員の意見を教育課程編成見直しに反映しているか。

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

a.教育課程編成委員会を年２回以上開催しているか。

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

　②学会や学術機関等の有識者

している

　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　   地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）

（２）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

ヒューリックホテルマネジメント株式会社
Assistant General Manager

株式会社ニューオータニ九州　業務部　人事課

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

（特筆すべき工夫等）

令和8年7月31日現在

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

麻生外語観光＆ブライダル専門学校
ホテル・リゾート科　専任教員

全国宴会支配人協議会　全国B.M.C.副会長

任期

（１）教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針及び教育課程編成委員会等の位置付け

している

b.教育課程編成委員会に、以下①～③の類型に該当する企業等委員が参加しているか。
※①から③において、①又は②から１人、③から１人が委員として参画している場合、「している」を選択。
※①又は②から１人、③から１人が委員として参画していない場合、「していない」を選択。

　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

永島　正規

している

麻生外語観光＆ブライダル専門学校
ホテル・リゾート科　専任教員

している

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

令和8年4月1日～令和9年3月31日（１年）

木村　匡志

小野　聡之

c.学校の教育課程編成の責任者が委員参加しているか。

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

開催日時実績

している

している

名　前

㔟嶋　裕子

第1回　令和7年6月18日　16：30～17：00／第2回　令和7年10月14日　15：30～17：30、令和7年10月22日　16：30～17：30

d.教育課程や学生の学修成果等に関する現状や情報、データを教育課程編成委員会の委員に提示している
か。

している

大橋　智恵

一岡　浩己

麻生外語観光＆ブライダル専門学校
ホテル・リゾート科　専任教員

麻生外語観光＆ブライダル専門学校
ホテル・リゾート科　副主任



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

教員（永島　正規）

（２）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

令和7年7月31日(木) 13：00～17：00

教員（一岡　浩己）

対象：

連携企業等：

10月例会：料飲事業の取り組みおよびAI活用の未来戦略

している

（特筆すべき工夫等）

教員（一岡　浩己）

連携企業等：

連携企業等：

ホテル日航熊本 料飲事業の取り組み（講演）、AIを活用したホテル業界の未来戦略（グループワーク）

宿泊施設のためのおもてなし研修

教育・指導力向上　（授業や話合いに活用するファシリテーション
の技術を学ぶ）

帝国ホテル東京、ホテルオークラ東京、東京ステーション
ホテル、アマン東京、パークハイアット東京、ミリアルリ
ゾートホテルズ、ザ・リッツ・カールトン大阪、ホテルニュー
オータニ博多、都ホテル博多、ヒルトン沖縄北谷リゾートな
ど

（２）研修等の実績

令和7年8月28日(木)～8月29日(金)、令和7年10月20日(月)

九州B.M.C.

一般財団法人
職業教育・キャリア教育財団（TCE財
団）

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針及び実習・演習等における企業等との連携内容

宿泊施設のためのおもてなし研修

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

している

全専研全体活動の一環として新任教員を対象に3日間の教員研修を行い、専門学校の理解と授業技術の基礎を身につける。

連携企業等： 株式会社JTB福岡支店

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

一般社団法人
全国専門学校教育研究会

①専攻分野における実務に関する研修等

している

している

企業連携により実施する2ヶ月間のホ
テル実習を通して、ホテル業界におい
て必要とされる知識や技能を修得す
る。また、配属となった部署を通して、
ホテル内の組織や部署間の連携を学
ぶ。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

b.企業等と連携を行う際は、企業等との組織的な協定や契約を締結しているか。

c.企業等との連携内容を、連携先企業等との文書等で明示的に合意しているか（連携のマニュアル、手引き等
定めているか）。

科　目　名

している

接客、接遇スキルの向上
とにかく順番が大切！誰もができるクレーム対応・コミュニケーションアップ術・多様なニーズへの対応

しているh.適切な企業等連携の実習・演習となるよう、必要に応じて連携先企業等を見直しているか。

している

令和7年10月15日(水) 14：00～16：45

科目概要企業連携の方法

令和7年9月1日(月) 13：00～17：00

接客、接遇スキルの向上
時代にあったおもてなし：DXがもたらすおもてなしのメリット・デメリット・SNSの効果的な情報発信に必要なものとは

e.企業等の講師に対して事前打ち合わせや研修を行っているか。

対象：

令和8年3月16日(月)～3月18日(水)

株式会社JTB福岡支店

g.企業等連携の実習・演習等における成績評価について、企業等と協議を行っているか。

している

教員（一岡　浩己）

ホテル実習
３．【校外】企業内実習（４
に該当するものを除く。）

対象： 教員（木村　匡志）

（１）認定専門課程等の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

　教職員に対して、現在就いている職務又は将来就くことが予想される、職務の遂行に必要な知識・技能を修得させ、その遂行に必要な教職員の能力及び
資質等の向上を図ることを目的として研修を受講させる。「教職員研修規程」に則り、専攻分野における実務に関する研修や、指導力の修得・向上のための
研修を、教職員の業務経験や能力、担当する授業科目や授業以外の担当業務に応じて実施し、より高度な職務を遂行するために必要な知識を修得させ
る。年度の初めに研修計画を作成し、各教職員のスキルに適した研修が、計画的に受講できるようにする。また必要に応じ、年初の計画以外の研修受講も
可能としている。

対象：

連携企業等：

d.教育課程や学生の学修成果等に関する現状や情報、データを教育課程編成委員会の委員に提示している
か。

f.企業等連携の実習・演習等の内容を学校側は適切に確認しているか（教員の見回り実施、実習日誌の作成
等）。

授業や話し合いに活用するファシリテーションの技術を学ぶ。

a.実習等又は演習の形態の授業で企業等連携を行っているか。

②指導力の修得・向上のための研修等

連　携　企　業　等

新任教員基礎研修

対象：



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

教員（永島、尾花）

連携企業等：

対象：

対象：

人権に関わる『差別用語』・『不快に感じさせる表現』の理解

令和8年10月14日(水) 16：00～17：30

対象：

非認知能力の理解と授業・学生指導への活かし方

令和8年9月4日(金) 16：00～17：30

令和8年8月19日(水) 16：00～17：30

令和8年7月30日(木) 11：00～12：30

令和8年8月25日(火) 16：00～17：00

連携企業等：

連携企業等：

福岡県教育庁 教育振興部

教員（一岡　浩己）

教員（木村　匡志）

「じゃらん観光国内宿泊旅行調査」の最新データをもとに、日本人の国内宿泊旅行の動向を知る。また、直近の旅行者トレンドに加え、地
域ごとの特徴や変化にも着目し、今後の観光施策を考えるうえでのヒントを学ぶ。

対象：

株式会社リクルート
じゃらんリサーチセンター（JRC）

接客・営業パフォーマンス1UPセミナー

学生の価値観や生活背景が多様化する中で、学習意欲の向上や社会人としての自立を支援するうえでの理解と実践
方法を学ぶ。

連携企業等： 有吉祐睡眠クリニック

令和8年9月2日(水) 13：30～16：30

②指導力の修得・向上のための研修等

観光事業者を対象に、戦略的な集客力の向上、インバウンド需要の獲得、地域への経済効果の最大化、生成AIを活用した効率的な情報
発信について、実践事例を交えながら学ぶ。

連携企業等： 九州B.M.C.

教育現場における適切な言葉遣いや配慮について理解を深めるとともに、高校で行われている人権教育や進路指導の現状についても学
ぶ。

教員（木村、一岡、永島、尾花）

公益財団法人
福岡観光コンベンションビューロー

（３）研修等の計画

教員（木村、一岡、永島、尾花）

教員（木村、一岡、永島、尾花）

第一印象をアップする話し方、雑談が自然と続くコツ、相手に安心感を与えるコミュニケーション、信頼を築く営業・接客スキル、明日からす
ぐ実践できる表現力について学ぶ。

①専攻分野における実務に関する研修等

ALL HEROs 合同会社

対象：

多様な特性を持つ学生への理解

連携企業等：

対象：

福岡市内観光関連事業者向け デジタルマーケティングセミナー

観光振興セミナー2026 地域Meeting　～地域でつくる、地域のミラ
イ～

発達障害の基礎知識や特徴、二次障害として生じやすい精神的疾患（うつ状態、躁鬱、不安障害等）、近年の若者に見られる傾向につい
て学ぶとともに、学生支援における基本的な考え方や関わり方への理解を深める。



３　単位・卒業認定

①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な教育課程編成・実施方針
を作成したうえで、教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮した授業科目を配置
していること。

１　教育課程の編成と授業科目

①学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授業を行うなど学習支援に取組ん
でいること。学生の円滑な学習に向け、シラバスの活用による学習成果の向上や自主的な
学習に関する適切な支援を行っていること。 　※任意項目

ガイドラインの評価項目

（３）学生の受入れ、学生支援

同内容評価項目を設けていない

同内容評価項目を設けている

１　教育理念、目的及び目標の設定等

同内容評価項目を設けている

４　学修成果目標の達成状況

同内容評価項目を設けている

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える学生に対し適切な対応を行っ
ていること。

同内容評価項目を設けている

１　学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理

２　自主的な学習の促進に対する支援

①卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む資質能力の修得（資格・免許
等の取得や知識・技術・技能の修得を含む。）についての目標を定め、その目標が達成でき
ていること。

①授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技など、適切な授業形態で教育が
実施され、かつ、適切な教材が用いられるとともに、成績評価基準に基づき成績評価を行っ
ていること。

３　多様な学生に対する支援

４　学生生活に関する支援

②学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成できていること。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

４．「当該専門課程等を置く専修学校において、学校教育法第百三十二条の二第二項の規定により評価を受け、その結果を公表していること。」関係

（２）学校運営

①教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目標を明確に設定し、養成する人
材像を明確にしていること。

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な卒業認定方針（資格・免
許等を含む習得させる職業能力を含む）を学科・コースごとに定め、当該方針に基づき卒業
の認定をしていること。

④学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用していること。 　※任意
項目

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学希望者に明示し、入学者の選
考を公正に行い、合否を決定していること。

（１）教育理念・目的・目標

同内容評価項目を設けている

③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心身の健康管理体制を整備し、
適切に運用していること。　※簡易評価項目

同内容評価項目を設けている

①適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの留学生、社会人経験者など、多様
な学生に対する支援を行っていること。　※任意項目

〇学校関係者評価

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

②企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下「実習・演習等」という。）の授業を
行っていること。教育目標の達成に必要な企業等と連携した実習・演習等の単位数の総授
業単位数に占める割合を具体的に設定していること。

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応するための環境整備を行
い、適切に運営していること。

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

２　教育の実施

⑤学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用しているこ
と。



同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

４　社会からの理解と情報の公表

②施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切に実施していること。 　　　※任意
項目

２　安全対策、防災組織

④学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続的に行っていること。

①学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていること（職業教育に関するマネ
ジメント（教育の企画・設計・運営等）における責任体制を含む。）。

②学生の学習支援のための施設(自習室等)を整備していること。また、学生の休憩、食事の
ためのスペースを確保していること。　※任意項目

同内容評価項目を設けていない

②特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員会を年２回以上開催しているこ
と。

同内容評価項目を設けている

②教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連する教育機関、産業界等をはじめ、
社会全体からの理解を得るよう取組んでいること。 　※任意項目

②特に職業実践専門課程においては、企業等と連携して組織的に行っていること。

（５）教育環境

②教員間で連携、協力体制を構築していること。 　※任意項目

③教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を企業等と連携して、組織的に
行っていること。

同内容評価項目を設けている

②教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当たりの授業時数等を把握しているこ
と。また、教員の専門性、教授力を把握、評価していること。　※任意項目

同内容評価項目を設けている

（４）教育実施組織・教員

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けていない

①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適切に行って
いること。

①学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備し、業務分担、責任体制を
規程等で定めていること。

同内容評価項目を設けていない

①施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に行っていること。※任意項目

②当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤を確立し
ていること。

同内容評価項目を設けている

３　学校評価の実施と改善活動

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

①学校の教育活動の改善、工夫を行うFD(Faculty Development)などの取組や、教員の研究
活動、自己啓発等への支援を行っていること。

同内容評価項目を設けていない

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

１　中期事業計画と財務基盤
（６）教育活動の基盤と改善・向上の取組

①教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えていること。

３　施設・設備等の点検、改善等

①当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極的に公表
していること。

２　学校運営

①学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部からの意見を反映するなど、関連
企業等団体、地域社会等からの意見を当該専修学校の運営やその改善・向上において活
用していること。 　※任意項目

①当該専修学校が策定している中長期的計画に、教育目的、教育目標の実現に向けた具
体的な内容が位置付けられていること。　※任意項目

②火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に運営していること。  　※任意項目

同内容評価項目を設けている

③学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公表していること。

同内容評価項目を設けている

①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確保するために基準等（教員
の採用基準等）を整備し、適正に運用していること。

１　教員の配置、募集、採用

１　教育環境の整備

同内容評価項目を設けている

③図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び参考図書を配架し、必要に応じて
学生が閲覧できるようにしていること。　※任意項目

３　教員の資質の向上

同内容評価項目を設けている

同内容評価項目を設けている

２　教員の組織編制等
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卒業生
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企業等委員

企業等委員

企業等委員

高等学校関係者

有識者

「その他」の場合

「その他」の場合

https://asojuku.ac.jp/aftc/

（１）情報提供

成重　あずさ

ヒューリックホテルマネジメント株式会社　Assistant
General Manager

令和8年7月31日現在

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/aftc/2026/hyoka.pdf

令和8年7月31日

公表URL

任期所　　　属

ホームページ

ANA福岡空港株式会社
グランドサービス部マネジャー

公表時期

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

名　前

2020年3月　卒業

令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）浦川　美代子

公表URL

大橋　智恵

（３）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

公益財団法人
福岡観光コンベンションビューロー　事務局長

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供していること。」
関係

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

令和8年10月1日

ANA福岡空港株式会社
旅客サービス部マネジャー

ホームページ

令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

博多駅南1丁目1区　自治会長

情報提供方法

公表時期

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

情報提供方法

藤嶋　千鶴

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）福岡県立嘉穂東高等学校　校長

小柳　芳隆

井地　誠

越智　史子

山根　武志

令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）ホテル・リゾート科　保護者
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1 　 ○ 　
ホテルビジネ
スA

ホテルの業務・運営・経営を中心に業界知識を幅広
く学び、ホテルビジネス実務検定の取得を目指す。

1
前

2 ○ ○ ○

2 　 ○ 　
ホテルビジネ
スB

ホテルの業務・運営・経営を中心に業界知識を幅広
く学び、ホテルビジネス実務検定の取得を目指す。

1
後

4 ○ ○ ○

3 　 ○ 　
ホテルマネジ
メントA

マネジメントの観点からホテルの構造を深く学び、
ホテル・マネジメント技能検定の取得を目指す。

2
前

4 ○ ○ ○

4 　 ○ 　
ホテルマネジ
メントB

マネジメントの観点からホテルの構造を深く学び、
ホテル・マネジメント技能検定の取得を目指す。

2
後

2 ○ ○ ○

5 　 ○ 　
ホテル産業演
習

演習を通して、ホテル業界への深い理解と専門的な
知識を深める。

1
後

2 ○ ○ ○

6 　 ○ 　
ホテルマーケ
ティング論

観光旅行業界の現状やホテル業界のマーケット、イ
ンバウンドについて学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

7 　 ○ 　宿泊実務Ⅰ
宿泊部門の役割や業務内容について実践形式で学
ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

分類

授業科目名

企
業
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と
の
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場所 教員

配
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年
次
・
学
期

単
 
位
 
数

授業方法

（商業実務専門課程ホテル・リゾート科）令和8年度

授業科目概要

授業科目等の概要
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8 　 ○ 　宿泊実務ⅡA
より発展的な宿泊部門の業務内容について実践形式
で学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

9 　 ○ 　
レストラン実
務A

レストラン部門の役割や業務内容について実践形式
で学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

10 　 ○ 　
レストラン実
務B

より高度なレストラン部門のサービスについて実践
形式で学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

11 　 ○ 　
レ ス ト ラ ン
サービスA

レストランサービス技能検定の取得を目指し、筆記
試験に特化した授業を行う。

2
前

6 ○ ○ ○

12 ○ 　
レ ス ト ラ ン
サービスB

レストランサービス技能検定の取得を目指し、実技
試験に特化した授業を行う。

2
後

2 ○ ○ ○

13 　 ○ 　
バーテンダー
演習

酒類やカクテルの基礎知識を学び、オリジナルカク
テルの制作を行う。

2
後

2 ○ ○ ○

14 　 ○ 　ワイン学 ワインについての基礎的な知識を学ぶ。
2
後

1 ○ ○ ○
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15 　 ○ 　
バンケット&ウ
エディングA

宴会部門のサービスについて実践形式で学ぶ。
1
前

1 ○ ○ ○

16 　 ○ 　
バンケット&ウ
エディングB

宴会部門の役割や専門知識、専門用語について学
ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

17 　 ○ 　
ホテル英会話
Ⅰ A
（Advanced）

ホテル業界で必要な英語表現を基礎から学ぶ。（英
語レベル上級クラス）

1
前

1 ○ ○ ○

18 　 ○ 　
ホテル英会話
ⅠA

ホテル業界で必要な英語表現を基礎から学ぶ。
1
前

1 ○ ○ ○

19 　 ○ 　
ホテル英会話
Ⅰ B
（Advanced）

ホテル業界で必要な英語表現の応用を学ぶ。（英語
レベル上級クラス）

1
後

2 ○ ○ ○

20 　 ○ 　
ホテル英会話
ⅠB

ホテル業界で必要な英語表現の応用を学ぶ。
1
後

2 ○ ○ ○

21 　 ○ 　
ホテル英会話
Ⅱ
（Advanced）

ホテル業界で必要とされるより高度な英語表現を学
ぶ。

2
後

4 ○ ○ ○
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22 　 ○ 　
ホテル英会話
Ⅱ

ホテル業界で必要とされるより高度な英語表現を学
ぶ。

2
後

4 ○ ○ ○

23 ○ 　 　ホテル実習
ホテル業界での本格的な実習を経験することによ
り、サービスの実践力向上と業界理解、社会人とし
ての責任感を養う。

1
前

5 ○ ○ ○ ○ ○

24 　 ○ 　TOEIC対策ⅠA
レベル別クラスにて、TOEIC高スコア取得のための
対策授業を行う。

1
前

3 ○ ○ ○

25 　 ○ 　
英語検定2級対
策ⅠA

レベル別クラスにて、実用英語技能検定2級取得の
ための対策授業を行う。

1
前

3 ○ ○ ○

26 　 ○ 　
英語検定準2級
対策ⅠA

レベル別クラスにて、実用英語技能検定準2級取得
のための対策授業を行う。

1
前

3 ○ ○ ○

27 　 ○ 　TOEIC対策ⅠC
レベル別クラスにて、TOEIC高スコア取得のための
対策授業を行う。

1
後

6 ○ ○ ○

28 　 ○ 　
英語検定2級対
策ⅠC

レベル別クラスにて、実用英語技能検定2級取得の
ための対策授業を行う。

1
後

6 ○ ○ ○
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29 　 ○ 　
英語検定準2級
対策ⅠC

レベル別クラスにて、実用英語技能検定準2級取得
のための対策授業を行う。

1
後

6 ○ ○ ○

30 　 ○ 　TOEIC対策ⅡA
レベル別クラスにて、TOEIC高スコア取得のための
対策授業を行う。

2
前

3 ○ ○ ○

31 　 ○ 　
英語検定2級対
策ⅡA

レベル別クラスにて、実用英語技能検定2級取得の
ための対策授業を行う。

2
前

3 ○ ○ ○

32 　 ○ 　
英語検定準2級
対策ⅡA

レベル別クラスにて、実用英語技能検定準2級取得
のための対策授業を行う。

2
前

3 ○ ○ ○

33 　 ○ 　TOEIC対策ⅡB
レベル別クラスにて、TOEIC高スコア取得のための
対策授業を行う。

2
前

3 ○ ○ ○

34 　 ○ 　韓国語
韓国語での基本的表現や発音を学び、簡単な日常会
話レベルの韓国語習得を目指す。

2
後

2 ○ ○ ○

35 　 ○ 　
総合英語A ※
B

高等な英文法の習得、読解、聴解、英会話の実践練
習を行い、総合的な英語力を養成する。

1
前

2 ○ ○ ○
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36 　 ○ 　
総合英語B ※
B

高等な英文法の習得、読解、聴解、英会話の実践練
習を行い、総合的な英語力を養成する。

1
後

4 ○ ○ ○

37 　 ○ 　
Internship
Preparation
※B

現地で必要とされる英語をネイティブ講師から学
ぶ。また、異国の文化を学び、レジュメ作成やビザ
手続きといったインターンシップに向けての準備全
般を行う。

1
後

2 ○ ○ ○

38 　 ○ 　
サービス接遇
※A

ホスピタリティにおける考え方を学び、サービス接
遇検定の取得を目指す。

1
前

2 ○ ○ ○

39 　 ○ 　
ユニバーサル
マナー

高齢者や体の不自由な方々に対するサービスにおい
て、ケアの基本的動作を身に付け、社会に役立つ
サービススキルを学ぶ。

2
後

2 ○ ○ ○

40 　 ○ 　文章表現　※A
文章を用いて自己を表現できる力を身に付け、履歴
書やエントリーシートを書くための素地とする。

1
後

2 ○ ○ ○

41 　 ○ 　
コミュニケー
シ ョ ン 演 習
※A

人前で表現するための手法を学び、コミュニケー
ション能力やプレゼンテーション能力を実践的に養
う。

1
後

2 ○ ○ ○

42 　 ○ 　就職実務　※A
自己分析や企業研究、面接試験などのノウハウを学
び、就職活動の準備を行う。

1
後

2 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

分類

授業科目名

企
業
等
と
の
連
携

場所 教員

配
当
年
次
・
学
期

単
 
位
 
数

授業方法

（商業実務専門課程ホテル・リゾート科）令和8年度

授業科目概要

43 　 ○ 　
総合日本語ⅠA
※C

言語知識（文字・語彙・文法）・読解・聴解を学
び、日本語能力試験の合格を目指す。

1
前

1 ○ ○ ○

44 　 ○ 　
総合日本語ⅠB
※C

言語知識（文字・語彙・文法）・読解・聴解を学
び、日本語能力試験の合格を目指す。

1
後

2 ○ ○ ○

45 　 ○ 　
総合日本語ⅡA
※C

言語知識（文字・語彙・文法）・読解・聴解を学
び、日本語能力試験の合格を目指す。

2
前

2 ○ ○ ○

46 　 ○ 　
総合日本語ⅡB
※C

言語知識（文字・語彙・文法）・読解・聴解を学
び、日本語能力試験の合格を目指す。

2
後

2 ○ ○ ○

47 　 ○ 　
キャリアデザ
インⅠA

業界研究や企業研究を行い、ホテル実習のための準
備を行う。

1
前

2 ○ ○ ○

48 　 ○ 　
キャリアデザ
インⅠB

自己分析や企業研究、書類作成などのノウハウを学
び、就職活動の準備を行う。

1
後

3 ○ ○ ○

49 　 ○ 　
キャリアデザ
インⅡ

学生各人にあった就職活動の指導を行い、業界内定
を目指す。

2
前

2 ○ ○ ○
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50 　 ○ 　GCBⅠ
「感謝心と思いやり」をテーマに、人間力を高める
マナーについて学ぶ。

1
前

1 ○ ○ ○

51 ○ GCBⅡ
「志」の大切さについて学び、今後の人生において
の目標設定を行う。

2
前

1 ○ ○ ○

52 　 　 ○
サービススキ
ルコンテスト
※D

これまでの学びの集大成として、ホテルの料飲サー
ビスに特化した技術を身に付け、課題実演を行う。

2
後

2 ○ ○ ○

53 　 　 ○
ホ テ ル プ ロ
モーションコ
ンテスト　※D

これまでの学びの集大成として、ホテル業界の問題
点や新たな提案を各自で研究・考察し、コンテスト
形式で発表を行う。

2
後

2 ○ ○ ○

54 　 　 ○ 宿泊実務ⅡB
宿泊部門のコンシェルジュ業務について実践形式で
学び、より一層の対応力および提案力を養う。

2
後

1 ○ ○ ○

55 　 ○ TOEIC対策ⅡC
レベル別クラスにて、TOEIC高スコア取得のための
対策授業を行う。

2
後

4 ○ ○ ○

56 　 ○
英語検定2級対
策ⅡC

レベル別クラスにて、実用英語技能検定2級取得の
ための対策授業を行う。

2
後

4 ○ ○ ○
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57 　 ○
英語検定準2級
対策ⅡC

レベル別クラスにて、実用英語技能検定準2級取得
のための対策授業を行う。

2
後

4 ○ ○ ○

58 　 　 ○ 中国語A
中国語での基本的表現や発音を学び、日常会話レベ
ルの中国語習得を目指す。

2
前

2 ○ ○ ○

59 　 　 ○ 中国語B
中国語での基本的表現や発音を学び、日常会話レベ
ルの中国語習得を目指す。

2
後

2 ○ ○ ○

60 ○ Word
タイピングを習得し、Word文書処理技能認定試験の
合格を目指す。

1
後

3 ○ ○ ○

61 　 　 ○ Excel
表計算の基礎を学び、Excel表計算処理技能認定試
験の合格を目指す。

1
後

3 ○ ○ ○

62 ○ Word
タイピングを習得し、Word文書処理技能認定試験の
合格を目指す。

2
前

3 ○ ○ ○

63 　 　 ○ Excel
表計算の基礎を学び、Excel表計算処理技能認定試
験の合格を目指す。

2
前

3 ○ ○ ○
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64 ○ Word
タイピングを習得し、Word文書処理技能認定試験の
合格を目指す。

2
後

3 ○ ○ ○

65 　 　 ○ Excel
表計算の基礎を学び、Excel表計算処理技能認定試
験の合格を目指す。

2
後

3 ○ ○ ○

65

期

週１学期の授業期間

2

・学則に定める修業年限以上在学していること
・必修科目と選択科目から課程毎に定められた単位を修得している
こと
・専攻・コースに応じて設定する必修科目の単位を修得していること

１学年の学期区分

科目

15

学則に定める教育課程に基づき、全ての科目の中から、必修科目及び選択
必修科目を含め定められた単位数の科目を履修する。
選択必修科目のうち、※A（ホテル・リゾートコース）または※B（海外イ
ンターンシップコース）のいずれかを選択して履修すること。
留学生は、※Cを受講対象科目とする。
※Dの科目については、いずれかおよび両方を選択形式にて受講する。

履修方法：

卒業要件及び履修方法

合計 171

卒業要件：

単位

授業期間等


